
令和８年度事業概要                              

事 業 名 認知症総合支援事業 （認知症の普及啓発）          （歳出：４－３－７） 

令和８年度当初予算 ５２０千円 事業実施主体 蔵王町 事業開始年度 Ｈ１８年度 

補助・単独の別 補 助 補 助 率 
国25％  県12.5％  町12.5％ 

第1号保険料23％   第2号保険料27％ 
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介護保険法 

地域支援事業実施要綱 

蔵王町地域包括支援センター設置要綱 

認知症施策推進大綱 

認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン） 
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①認知症サポーター養成講座 

 各種団体からの依頼を受けて随時開催。認知

症に関する講話や寸劇等で、分かり易く伝える。

認知症キャラバンメイト等と協同して実施。 

 新任民生委員、白石高校蔵王キャンパス１年

生、一般町民等を対象に実施。 

②認知症当事者及び家族交流会や研修会の開催 

 認知症の人とその家族等の地域住民を対象

に、認知症当事者や家族の体験や思い、悩みを

聞き、ピュアサポートできる機会をつくると共

に認知症に関する知識を普及する。 

 県事業の「認知症当事者ネットワークみやぎ」

及び「認知症の人と家族の会」に相談し、講師

派遣を依頼する。 

③認知症啓発事業 

 認知症の理解を広く普及啓発することを目的

として全戸に事業の紹介を含めたチラシの配

布、アルツハイマーデーに合わせた広報への関

連記事を掲載する。 
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認知症の現状、早期に認知症予防に取り組むことの

重要性について学び、地域住民が認知症予防に向けた

取り組みを主体的に実施できるような地域づくりを

目的とする。 
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認知症及び介護予防の重要性を広く町民へ啓発す

ることを目的として実施する。 

認知症に関する正しい知識と具体的な対応方法を

教示することにより、認知症サポーターとなる講座を

実施。「認知症サポーター１００万人キャラバン事業」

の一つ。 
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【実績】 

①認知症サポーター養成講座 

 

   

 

 

 

 

 

※サポーター延人数 １，５２２人（平成１７年度～） 

②介護予防・認知症講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③認知症に関する普及啓発 

９月２１日の世界アルツハイマーデーに合わせ、関連記事を広報に掲載した。 

年 度 回数 受講実人数     対象者 

令和４年 ４回 ８３人 蔵王高校生、一般町民、いきいき学園、民生委員 

令和５年 ２回 ７５人 蔵王高校生、いきいき学園 

令和６年 ２回 ５９人 蔵王高校生、いきいき学園 

令和７年 ２回 ３４人 蔵王高校生、いきいき学園 

年 度 テーマ 講師 参加人数 

令和元年 講演「脳を鍛えて認知症を予防する」 
東北大学加齢医学研究

所長 川島 隆太氏 
２４８人 

令和３年 コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

令和４年 

蔵王町認知症シンポジウム 

「認知症と共に生きていくために心が

けていること、心がけてほしいこと」 

「認知症の人と家族の

会宮城県支部」３名 

「認知症当事者ネット

ワークみやぎ」３名 

１９人 

令和７年度 

蔵王町教育講演会・認知症予防講演会 

「脳を知り、脳を育み、脳を守る」 

～子どもたちの脳の健全な発達から 

認知症予防まで～ 

東北大学加齢医学研究

所長 川島 隆太氏 
２７２人 

－１１－ 


